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眞松庵
文：嵯峨崎のぞみ

７月と８月に京都のプライベートホテル『眞松
庵』にお招き頂き、メンバー数名で宿泊体験をさ
せて頂きました。場所は平安神宮のほど近く、岡
崎エリアの閑静な住宅街にあります。

お部屋は４室のみ、全てがスイートルームで. そ
れぞれ趣の異なる、ラグジュアリーでありながら
伝統を感じる心地良い空間が広がっていました。

広々としたお部屋では、館内にある京料理の名店
『東山 緒方』の宿泊者限定の朝食をゆっくりと
楽しむ事ができます。又、館内には数寄屋大工の
匠、伊勢神宮のお茶室を手掛けた中村外二さんの
代表作の離れがあり、宿泊者は貸し切りでラウン
ジとしてお茶やお酒を楽しむこともできます。離
れと東山緒方からは美しく手入れされた日本庭園
の四季も楽しめます。

滞在前からイベント情報やお手伝いのご連絡頂き、
滞在中も常に気かけて下さり、目が行き届いたパ
ーソナルなサービスを感じました。お部屋のアメ
ニティーは上質で洗練されていて、更に環境に優
しい素材が使用されています。高級な家具や調度
品はお部屋と見事に融合していて、大きな高野槙
の風呂からはお庭を眺めながらリラックスしたひ
と時を過ごす事ができました。 大人向けの極上のお宿として、

静かに上質な時間を過ごしたい
方にお勧めです。この度、貴重
な機会を与えてくださった眞松
庵の皆様に心から感謝を申し上
げます。

完全紹介制のお宿ですが、レ・
クレドールコンシェルジュから
の紹介により、出来る限りご対
応頂けるとの事です。

ご連絡先:
info@shinsho-an.com
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ザ・リョカンコレクション懇親夕食会
文:小嶋しのぶ

この度、DMC、旅行会社、メディアなど
への営業活動のイベント「東京セールス
ウイーク」の開催に伴い、ザ・リョカン
コレクション様より交流会へのご招待を
受け、レ・クレドール ジャパンのメンバ
ー10名が参加してまいりました。

「ザ・リョカンコレクション」は世界市
場をターゲットにした世界で初めての日
本旅館、小規模ホテルに特化した国際ホ
テルコンソーシアム（共同事業体）です。
厳格な審査をクリアした日本旅館、小規
模ホテルが加盟しており、旅館文化の維
持・発展、地域文化・経済の活性化を目
指して活動を行っていらっしゃいます。

7月18日の夕刻、東京駅近くのレスト
ラン「信州松本ヒカリヤKITTE丸の内
店」に約30名が集い、ザ・リョカンコ
レクション交流会が開催されました。
今回の会場はザ・リョカンコレクショ
ンの加盟施設である明神館が経営され
ているお店で、信州産の蕎麦粉を使用
した十割蕎麦を始めとして、信州の美
味しい食材を使った数々の料理と地酒
を楽しむことができる素敵なお店でし
た。

先ず、ザ・リョカンコレクション代表
の福永浩貴様よりご挨拶をいただき、
次に、参加者が順に自己紹介を行いま
した。その後は、会場のあちらこちら
で交流の輪ができておりました。ザ・
リョカンコレクション加盟施設の皆様
にお目にかかり、親交を深めるなかで
築かれる双方のネットワークの大切さ
を改めて実感することのできたひとと
きでした。
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東京ステーションホテル
チーフコンシェルジュ
森マリーアントワネット

コンシェルジュ歴:15年
レ・クレドール歴:5年

ホテルのハイライト:東京ステーションホ
テルの歴史は、東京駅開業翌年の1915年
に遡ります。ホテルが位置する東京駅丸の
内駅舎は2003年に国の重要文化財に指定
され、創建当時の姿を取り戻すべく2007
年から大規模な保存・復原工事が行われ、
ホテルも内装を一新、2012年に再開業し
ました。2024年1万円札が刷新され、日
本の資本主義の父と呼ばれる渋沢栄一と裏
面には東京駅丸の内駅舎が描かれます。東
京駅の創建時に使われた赤レンガは、渋沢
栄一が故郷の深谷で創業した会社によって
製造されたものでした。

休日の過ごし方:私は旅をして、ホテルの
お客様にも共有できそうな新しいことを探
求することが好きです。時にはゆったりと、
美しい庭を散歩したりカフェで静かに街の
風景を眺めたりすることも。私にとって家
族や友人と過ごすことが最高の日々!今は
初孫が誕生し大切な赤ちゃんとの充実した
時間を過ごしています。

とっておきの場所:新宿の片隅にひっ
そりと佇む神楽坂は、まるで別の時代
にタイムスリップしたかのような魅力
に溢れる街。石畳の路地裏、隠れ家の
ような一角、静かな小路は、かつて芸
者衆が集った場所であったことを物語
っています。江戸情緒を残しながらも、
スタイリッシュなショップやレストラ
ンが建ち並び、新旧がバランス良く調
和しています。ミシュランの名店が軒
を連ね、散策するにも迷うにも楽しく
て元気になれる街です。

一番好きなレストラン:レフェルヴェ
ソンスにはその存在が際立つ多くの理
由があります。料理は細心の注意を払
って完璧に提供され、雰囲気は静けさ
と気品を誇り、優雅なサービスの流れ
は非の打ちどころがない。生江シェフ

からは自然、環境、そして社
会全体すべてに対する敬意が
感じられます。食品ロス、エ
ネルギー使用量の削減、労働
環境の改善等の取り組みによ
り、2018年には「持続可能な
レストラン賞」を受賞しまし
た。パンデミックの最中、
医療スタッフに無償の弁当を
提供し、地域社会に還元した
彼らの努力は、実に特筆すべ
きことです。

Getting to know our members!
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ウェステイン都ホテル京都
チーフコンシェルジュ
加藤 香織

レストランは館内に5カ所あり、特に大きな
窓から景色が望めるオールデイダイニング
「洛空」が好評です。ホテルは市街地から少
し離れた東山エリアに位置し、市内にいなが
ら静かな雰囲気でお過ごしいただけます。

休日の過ごし方:家族と近所を散歩しながら
ランチをしたり、友人と自転車で裏路地を散
策したり、見過ごしていたものを発見したり
することが好きです。友人それぞれの趣味を
把握し、興味がありそうな人を誘い出しては
美術館に行ったり、観劇をしたり、ハイキン
グをしたりします。また、京都のみならず電
車や車で行けるエリアに日帰り旅行に行き、
翌日が仕事でも朝に戻ってきたりするなど時
間を有効に使い、体力が続く限り目いっぱい
楽しむことが好きです。

とっておきの場所:最近初めて歩い
た「びわ湖疎水」沿いの遊歩道です。
滋賀県大津市から京都まで水を引い
ている水路である「疎水」沿いに整
備された遊歩道で、10kmほどの道
のりを3時間少し掛けて森林浴しなが
ら散歩できます。水路沿いでは季節
によって菜の花や桜、紅葉などを楽
しむこともできます。また、ベンチ
もたくさん設置されているのでラン
チを持参して休憩しながら自分のペ
ースで散策が出来ることも、どの年
代の方にもお勧めできるポイントで
す。
一番好きなレストラン:銀閣寺近く
にある1967年創業の「おめん」とい
うおうどんやさんは、しっかりした
食感の自家製の麺を季節の野菜や胡
麻、ネギなどと共に特製の出汁につ
けて食べる一風変わったつけ麺スタ
イルのお店です。薬味を変えること
によって様々な食感や味が楽しめる
おうどんです。
また、ビーガン対応も可能なので幅
広いお客様にご案内することができ、
シンプルながら良いフィードバック
が戴けるお店でもあります。

コンシェルジュ歴:16年
レ・クレドール歴:6年

ホテルのハイライト:都ホテルの誕生
は1890年までさかのぼり、今年で開業
133年を迎えました。2021年4月には
大規模リニューアルが完了し、お部屋
の改装や天然温泉を備えたSPAも新たに
オープンしました。最近では週末に開
催している、ホテルの歴史や建築を見
て廻る館内ツアーが人気です。



Les Clefs d’Or Japan  
Key News August 2023 Vol. 62

８月
・8月の定例会は東京 築地魚河岸の会議
室で行われました。ホテルグランヴィア
京都のコンシェルジュ、米谷紗央里さん
が新しくレ・クレドールのメンバーとし
て承認されたとの発表がありました。

・８月23日、定例会の前日にレ・クレ
ドールジャパンの納涼会が４年ぶりに開
催されました。久しぶりにメンバーとア
フィリエイトメンバー様と顔を合わせて
交流することが出来ました。

・株式会社KROの富永大地様より会社の
説明をして頂きました。株式会社KROは
海外の富裕層のお客様にフルコーディネ
ートでラグジュアリーな旅行プランを作
成、顧客に合わせたサービスを提供して
います。

・連絡事項の後、レ・クレドールメンバ
ーだからこそ持てる、より良いネットワ
ーク構築の為、アフィリエイトや関係各
所との関わり方についてブレインストー
ミングを行いました。

定例会報告

７月
・7月の定例会は新潟県十日町市に所在
するあてま高原リゾートベルナティオに
て開催されました。前日の日本コンシェ
ルジュ協会定例会後に同ホテルに宿泊し、
現地に8名が集結、残りのメンバーはオ
ンラインでの参加となりました。定例会
前にはベルナティオ統括総支配人の佐野
智之様より、ホテルのバックヤードのツ
アーにご案内頂きました。

・来年1月に開催予定のセミナーのテー
マが発表されました。「コンシェルジュ
とDX、その世界」。コンシェルジュ業
務のデジタル化について、ゲストスピー
カーを招いての講演、他国のコンシェル
ジュデスクの現場状況など共有していた
だく予定です。

・連絡事項の交換の後、十日町市の視察
観光に出発しました。ベルナティオマー
ケティング部の神近由依様ガイドの元、
樹齢100年のブナの木が一面に美しく立
ち並ぶ「美人林」、眼下に見下ろす200
枚以上の棚田の景観が見事な「星峠の棚
田」、アメリカの現代作家ジェームズ・
タレルによる宿泊型体験作品の「光の
館」など訪れ、十日町市の魅力を堪能し
ました。

文:田中英司/嵯峨崎のぞみ

ことが出来ました。


